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のみにて治療した．徐々に軽快したが， It. spacial 
agnosia, apraxiaをのこした．その後，翌年2月5日


























































































































に対しても Atherotrack™ を用いて atherectomy を行 は akir凶 icmutismの状態となり持続導尿を必要とし，
い良好な結果を得た．いづれの症例も 3カ月後の 鼻腔栄養を開始した．照射後2年4ヶ月目よりメネシ
































































































































































































































































































taine cistern に約 5mm 大の出血を認め， sylvian
fissure, ambient cistern等にはグモ膜下出血は認めず








































































































MGH, Johns Hopkins University 
Michael A. Moskowitz 








































する第一歩として， human cytotoxic T lymphocyte 








ることが出来た（1990 宮武，西原， 1988 西原，宮
武）．
又，遺伝子療法への違ったアプローチとして，



































用レた BalloonOcclusion Test (BOT）を行ったー症例
は脳動脈癒，脳腫蕩等の為， BOTを行った計1(71］で，
年齢20～69歳（平均52歳）．閉塞血管は anteriorcir-
culation (AC) 8例， posteriorcirculation (PC) 3例で，
前者はすべて 倶ーijICA C, portionで，後者は2例でー





























22) Crossed Cerebellar Diaschisis (CCD) 




















































































































上腕神経叢の upperand middle trunksと横隔神経との
間にあり，これを十分剥離し，また上腕神経叢の up-









































































































ていない また内分泌学的には， ACTH,TSH, ADH 
で，術前約半数に機能低下を認めたが．術後全例に















































【結論】 I型は H によ り良好な結果を得ている．


























での 3年間に dynamicMRIを施行した44例である． 【対象及び方法】当院において， 1990年7月から
内訳はpituitaryadenoma 27例， hyperplasia3例， lym 1992年6月までの 2年間に，脳血管障害のスグリーニ
phocytic adenohypophysitis 1 f?IJ, pituicytoma 1 f?IJ, ングを目的として MRAを含む“脳の人間ドック”を
craniopharyngioma 5 f?IJ, Rathke’s cleft cyst 5例， 受診した4293名を対象とした．使用機器は GE社製
tuberculum sellae meningioma 2例であった．使用機 Si伊 aAdvantage I .STで， SPGR法を用いた 3DTime 
種は Siemens社製 1.5tesla Magnetomでspinecho法 of flight MRAにより Willis動脈輸を中心に撮像を行
を用いた.TR= 100 or 200 ms, TE= 15 ms，スライス なった
厚を 4mmとした.Gd-DTPAを急速静注し直後から 【結果及び考察】上記4293名のうち， MRAで未破
1分毎に6から 8団連続して撮像したー 裂脳動脈癌が疑われたのは122名であった．このうち
【結果】 I，正常下垂体は 1, 2分後に非常に強く均 の31例に従来の X 線脳血管撮影を施行し， 23例に29
ーに増強され，その後徐々に増強効果の低下傾向を示 個の脳動脈癒を確認したが，他の8例は削sepositive 
した.2. 海綿静脈洞は l分後より正常下垂体と同じ であった．この falsepositive例が存在した原因として，
かやや強く均一に増強され，その後もほぼ一定の増強 MRAの空間分解能に限界があること，更に細血管の
効果を示した.3. pituitary adenomaは 1, 2分後より 摘出不良により junctionaldilatationを否定しえなかっ
徐々に増強され3,4分後よりほぼ一定の増強効果を たことが挙げられる．総じて未破裂脳動脈癒は，破裂
示した.4. hyperplasia, lymphocytic adenohypop抑制is のものに比し小さく，発生部位も多少異なった傾向を
は1～3分後に強く増強されその後徐々に増強効果が 示した．これらの当院で発見しえた11例， 15個の動脈
低下した.5. pituicytomaは1分後のみ強く増強され 癌に対し外科処置を加えた 内訳は頚部クリッピング
た.6. craniopharyngioma, Rathke’s cleft cystは，腫 術1例，コーティング術4例であり，術後経過はすべ
蕩嚢胞壁が2分後以降ほぽ一定の増強効果を示した． て良好であり，社会復帰している 従来よりいわれて
7. tuberculum sellae meningiomaは1～2分後に最も いるように，未破裂脳動脈癒の手術成績は極めて良好
強く増強されたー であり，破裂の場合と違って脳血管筆縮，水頭症など
【結論】 dynamicMRIは増強パターンの時相の差 の合併症をほとんど考慮に入れなくて済む．但し，聞




















































2 point), 3) 数（なし， 5以下， 10以下， 20以下，
20以上につき， 0から 4 point），の3項目について，

































































































































さいもの 3{7lj, 20-39 mm の中等度のもの13例， 40
mm以上の大きいもの 3例であった. 1990年 7月以降






































内訳） 中大脳動脈癌 20例 クリップ大 6コ
前交通動脈癌 14例 クリップ中 12コ























での規模をはるかに越え，その後の操作はほとんど技 よく露出された.LeFort I型の maxillotomy に
術的熟練を要しない大味な手術で充分というもので， midlineでmandibulotomyを加えて斜台の腫蕩を切除
狭く深い術野で，細心の注意を払って仕事をするとい した例．いずれも骨の回定を正確に行なえば術後の問
う，長年やってきた脳神経外科の手術と大変趣を異に 題はほとんど無かった．
するものであった．症例を提示する 頭葉底外科は単にアプローチの多様性を加えるのみ
infratemporal approachで，頬骨弓と下顎枝を切断 でなく，脳神経外科に新しい概念の手術をもたらすの
し顎関節できり離すもの，さらに関節穎を切除する ではないかと思われる．
